
令和 5 年度 南魚沼市民総合防災訓練 実施計画 

１ 目的 

地域住民の生命、身体及び財産を災害から守るため、災害発生時の初動対応と災害応急対

策訓練を実施し、防災活動体制の充実強化を図ることを目的とする。また、自主防災組織、

行政区、災害時応援協定締結先などの関係機関相互の連携を強化し、自助・共助の防災意識

を高めることを目的とする。 

 

２ 主催 

南魚沼市 

 

３ 参加団体 

 国土交通省北陸地方整備局湯沢砂防事務所、国土交通省北陸地方整備局信濃川河川事務

所、陸上自衛隊第 2 普通科連隊、南魚沼市内行政区・自主防災組織、中之島小学校、南魚

沼市社会福祉協議会（災害ボランティアセンター）、災害協定先、参加協力企業、南魚沼

地域振興局、南魚沼市議会（順不同） 

 

災害協定先 

・FMゆきぐに 

・国土交通省北陸地方整備局三国川ダム管理所 

・東北電力ネットワーク株式会社 魚沼電力センター 

・日本郵便株式会社 

・災害救助犬十日町 

・損害保険ジャパン株式会社 

・NTT東日本関信越新潟災害対策室 

・金井度量衡株式会社 

・NPO法人コメリ災害対策センター 

 

参加協力企業 

・船山株式会社 

 

４ 日時及び場所 

日 時 令和 5年 7月 2日（日）午前 8時～正午 

場 所 中之島小学校（南魚沼市中子新田甲 265-1）ほか 

 

５ 訓練想定 

 【第 1想定】（浸水害）（土砂災害） 

7月 2日未明から湯沢町と群馬県の県境に降り続く雨により、魚野川の水位が上昇を続け

ている。また、新潟地方気象台から南魚沼市に対し、「大雨警報（浸水害）」が発表された。

今後も水位の上昇が想定され、市内でも雨が降り続いている状況から、午前 7 時 30 分に全

職員を対象とする第 3配備体制の招集を行った。 

 南魚沼市では、午前 8 時 00 分に市長を本部長とする災害対策本部を設置し、被害の状況

を把握するとともに、人命救助、被害の拡大防止のため活動を開始する。 

 



 雨はその後も降り続き、新潟地方気象台から南魚沼市に対し、「大雨警報（土砂災害）」が

発表され、新潟県南魚沼地域振興局から魚野川（中之島水位観測所）において、「避難判断

水位（レベル 3）」を超過したと発表される。また、三国川上流部においても継続的な降雨

により水位が上昇し、新潟県南魚沼地域振興局から三国川（深沢水位観測所）においても「避

難判断水位（レベル 3）」を超過したと発表され、三国川ダム管理所から洪水警戒体制（非

常）への移行、緊急放流（非常用洪水吐からの自然越流）のおそれがあると通知された。災

害対策本部長は、午前 8 時 25 分に洪水及び土砂災害の危険が高まった下記の行政区に高齢

者等避難を発令する。住民は避難準備を行い、要配慮者等は避難を開始する。 

 避難情報発令行政区 

  ・「南田中」、「中」、「目来田」、「上十日町」、「五郎丸」、「中子新田」、「中野」 

・「清水瀬」、「野中」、「土沢」、「小川」、「舞台」 

 上記の避難情報発令に伴い、以下の 2か所に避難所を開設する。 

  「中之島農村環境改善センター」、「五十沢小学校体育館」 

 

 開設後は「南魚沼市指定避難所運営マニュアル」に基づいた運営を行い、適宜、災害対策

本部へ避難者情報を提出する。なお、避難所の運営要員は一避難所につき 5～6名とする。 

 

 その後も雨の勢いは収束せず、新潟地方気象台から南魚沼市に対し、「土砂災害警戒情報」

が発表され、新潟県南魚沼地域振興局から魚野川（中之島水位観測所）及び三国川（深沢水

位観測所）において、「氾濫危険水位（レベル 4）」を超過したと発表される。また、午前 8

時 30 分に三国川ダム管理所から 1 時間後に緊急放流（自然越流）のおそれがある旨通知さ

れた。災害対策本部長は、午前 8 時 50 分に洪水及び土砂災害の危険がさらに高まったとし

て、上記の 12行政区に避難指示を発令する。住民はただちに避難を開始する。 

 

午前 9 時 00 分、上記避難情報の発令及び避難所の開設について、災害対策本部長は記者

発表を実施。 

 

 午前 9時 45分、雨の勢いが小康状態となり、新潟地方気象台から南魚沼市に対し、「土砂

災害警戒情報」の解除が発表され、新潟県南魚沼地域振興局から魚野川（中之島水位観測所）

及び三国川（深沢水位観測所）において、「避難判断水位（レベル 3）」を下回ったと発表さ

れる。また、三国川ダム管理所から緊急放流（自然越流）の終了及び洪水警戒体制（注意）

への移行が通知される。災害対策本部長は、午前 9 時 50 分に洪水及び土砂災害の危険が下

がった状態に移行したため、上記の 12 行政区に発令されていた避難指示を解除する。開設

されていた避難所についても順次、閉鎖する。 

 

午前 10時 00分、上記避難情報の解除及び避難所の順次閉鎖について、災害対策本部長は

記者発表を実施。 

 

午前 10時 10分、避難所の閉鎖完了の見込み。本部体制の解除・解散。 

 



 【第 2想定】（地震） 

 7 月 2 日 8 時 40 分、六日町断層帯南部を震源とするマグニチュード 7.3 の直下型地震が

発生し、六日町観測所（本庁舎）で震度 6強を観測した。この地震により、随所で家屋が倒

壊している。また、市街地において火災が発生している個所もある。中之島小学校では、休

日授業で児童が登校しているため、ただちに校舎からグラウンド等へ避難を開始する。 

 市内行政区・自主防災組織においても各地で避難、救助活動の訓練を実施する。 

 

【第 3想定】（火災） 

7月 2日 10時 00分、塩沢市街地にて建物火災が発生し、強風により周辺建物へ延焼して

いる。南魚沼市消防本部は、消防署内に対策本部を設置し延焼範囲を確認、活動方針を決定

する。南魚沼市消防団と連携し消火活動を実施する。 

11時 00分、鎮火を確認 

11時 15分、現地対策本部を解散する。 

 

４ 主な訓練内容 

 ①中之島小学校における訓練 

 児童避難訓練、消火器体験訓練、濃煙テント体験訓練、土砂災害啓発訓練、災害ボランテ

ィアセンター体験訓練、防災ジャパンダ体験、災害対応資機材の展示、起震車による地震体

験、特殊車両の展示（自衛隊車両、排水ポンプ車、移動郵便局車、非常用電源車、高所作業

車、消防車）、災害時の活動紹介 

 

 ②南魚沼市役所における訓練 

 非常招集訓練、無線伝達訓練、災害対策本部設置訓練、各部における災害対策訓練、避難

所開設訓練、緊急告知ラジオ・防災メール・エリアメール等による情報伝達訓練 

 

 ③市内行政区・自主防災組織における訓練 

 避難訓練、被害状況の報告訓練、防災備蓄品の確認、避難行動要支援者名簿の活用訓練 

 

④南魚沼市消防本部における訓練 

市街地（家屋密集地区）での消火訓練 

 

５ 組織及び事務分担 

南魚沼市災害対策本部条例施行規則による。 

 

６ 訓練中止の判断 

本訓練は、晴雨にかかわらず実施するが、現に災害が発生し、若しくは発生のおそれがあ

る場合は中止する。また、訓練を開始した後においても同様とする。 

訓練前日までに災害発生のおそれがある場合は、訓練前日 18 時までに参加団体へ中止連

絡を行い、市民へは防災メール等を使用して連絡を行う。 

訓練当日の場合は、6時半を目途に可否を判断し、中止の場合は上記と同様の対応とする。

中止としない場合は、特段の連絡は行わない。 


